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第 4章 第 1節 環境経済学の見地から 
 
環境経済学の分野でも中古車（国際）流通を素材とする議論が少なからず行われてきて
いる．越境移動とリサイクルに関する問題や，中古車取引とその担い手に関する問題であ
る．ここでは関係する研究をごく簡単にレビューし，本研究がそれらの研究に対して有す
るインプリケーションについて検討する． 
 
1. 中古車の越境移動とリサイクル問題 
 
最初に中古車の越境移動と環境問題の関連に着目したのは，筆者の理解では外川(2001)
である．ここでは，国内の越境移動（県境をまたいだ移動）には，中古車の地域別の流出
入状況から「西送り」「北送り」といった現象が見られることを明らかにしている．この中
古車移動のメカニズムが背景となり，中古車が流入する沖縄などの離島で廃車処理問題が
引き起こされるとし，離島での廃車処理の現状や課題について検討している．国際移動に
ついては中古車輸出市場が拡大傾向にあること，規制など市場を取り巻く状況の変化で輸
出先が頻繁に変化することを指摘している． 
その後，2005 年の自動車リサイクル法施行を一つの契機として，中古車の越境移動（中
古車輸出）と自動車の国際リサイクルに関する問題が議論されるようになった．その理由
として，この制度に中古車輸出に伴う「預託金払い戻し」（デポジット・リファンド）が組
み込まれたことがあげられる．貫(2004)では低年式車が輸出される途上国では適正処理が行
われていないことを指摘し，理論的に中古車輸出を促進する可能性のあるこの制度が望ま
しいものといえるのか疑問を呈している．また，自動車リサイクル法では輸出後の「拡大
生産者責任」をどうするかという論点が積み残されたことも，この分野の議論を促進した． 
これらの問題意識を発展させ，この分野では画期的な研究となったのが寺西編（2007）
である．この研究では中古車輸出台数の増大について統計的に明らかにしたうえで，輸出
先国の廃車処理の実態を整理し，望ましい政策を展望している．これによれば，日本から
輸出される中古車は廃棄物ではなく，文字通り中古車として一定期間使用される．将来的
にそれらは廃棄されるが，廃車処理のためのインフラが十分ではない国も多く，適正な処
理業者に確実に引き渡す制度もない．また，中古車として利用される際には，年式が古い
自動車であることから，場合によっては大気汚染を引き起こす可能性もある．このように
輸出後の使用・廃棄の段階で環境面での問題が懸念される．これに対して，不法投棄車を
回収するなどのメーカーの自主的対応や，中古車輸出の際リサイクル料金が返還されるデ
ポジット・リファンドの停止，車検制度の活用などが提案されている． 
その後，浅妻他(2011)をはじめとして国際流通に関する実態は蓄積されてきたものの，こ
の問題に関して，経済学をベースとした政策の方向性を展開した研究は未だ発展途上であ
るといえる．そのような問題意識から，阿部(2011)では余剰分析の考え方を輸出国や輸入国
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に当てはめ，政策研究のいくつかの方向性を提示している．しかし，余剰分析を行うにも，
輸出国が，国内あるいは国際的な廃棄物処理にどのような「責任」を有しているのかによ
って結論が変わってくるので，「責任」に関する議論は避けられないとしている． 
 そもそも，中古車輸出と国際リサイクルの問題がクローズアップされた背景には，1990
年代以降，国際的な廃棄物の移動が様々な環境問題を引き起こしたことから，再生資源や
中古品の越境移動に関する研究が盛んに行われるようになったことが関係している． 
これらの研究では，従来の経済学が比較優位の考え方で貿易を促進すべきと説明してき
たことと異なり，環境面を考慮すると理論的には貿易を制限するほうが望ましいと考えら
れるケースがあることを重視している．ただし経済がグローバル化する中で，単独の国で
の規制は，さらに規制の弱い国への輸出を促進する「玉突き現象」を引き起こしてしまう．
この点から，国際的な規制をかけることが望ましいといえ，例えば「バーゼル条約」がこ
れに該当する．この条約は，1980 年代に欧米諸国で廃棄物処理・処分に関する規制の強化
などの結果，廃棄物が発展途上国へ輸出される事件が相次いだために1989年に制定された．
リサイクル不可能な廃棄物が輸入されることや有害廃棄物が不適切にリサイクル・処分さ
れることを防止するために，輸出国政府や輸入国政府がその越境移動に承認を与えた場合
のみ有害廃棄物の輸出が可能となる制度である（小島，2003）． 
 日本からの再生資源や中古品が多く輸出されるアジア地域では，ほとんどの国がこのバ
ーゼル条約に加盟している．しかしながら有害廃棄物を再生資源と偽って輸出したり，輸
入国で，公害防止装置などを設置していないリサイクル事業者に引き渡されたりすること
もあり，適切な執行が行われていない．そのため，有害廃棄物の越境移動を必要以上に厳
しく規制する国もあり，環境面に配慮している越境貿易まで制約を受けることになる． 
 
表 1 中古車・中古部品の越境移動による環境面・経済面への影響 
 出所）吉田綾(2004)を元に筆者作成 
影響 性質 日本側 輸入国側 
プラス 
経済 
中古車・部品輸出ビジネスの活性化 中古車・部品輸入ビジネスの活性化 
りサイクル率向上，廃棄・リサイクルコストの回避 安価な自動車・自動車部品の供給 
環境 
廃棄物処理・埋め立て地枯渇の解決 国内天然資源の保全 
部品の資源リサイクルから，部品としての輸出による
リユース促進 
  
マイナス 
経済 
国内静脈産業（自動車解体業，鉄スクラップ業等）の
空洞化 
国内自動車産業の発達を阻む 
  将来的な汚染回復コスト 
環境 
リサイクル配慮設計の動機づけ低下 利用プロセスでの環境汚染 
  
部品生産・保管，処理・リサイクルプロセス
での環境汚染 
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このように，国境を越えた適正なリユースやリサイクルを促進する政策の発展が求めら
れている状況があり，研究が進められてきた．例えば，再生資源・有害廃棄物等の区別の
明確化，国際的な再生資源のトレーサビリティの確保，輸出先国でのリサイクル産業の育
成などが考えられている（小島，2005）．重要なことは，再生資源や中古品が越境移動する
ことによる問題を回避しながら，その便益を生み出していくことである．中古車や中古部
品の場合には表 1のように整理される． 
 
2. 中古車取引とその担い手に関する議論 
 
中古車取引とその担い手に関する議論も（環境）経済学の分野で行われている．よく知
られているのは Akerlof（1970）による「レモンの市場」の議論である．レモンというのは
質の悪い中古車のことを指す．中古車の売り手と買い手の間には「情報の非対称性」とい
う問題がある．中古車の買い手にとっては外見を除いて品質の程度が不明であるが，売り
手はその品質を知っている．この条件下では，売り手は，品質が悪い中古車でも良質な中
古車と偽って高い価格で売るかもしれない．このような行為を多くの売り手が取るように
なると，いずれは買い手のほうでも中古車市場がそのようなものであると認識する．結果
として，良質な売り手は市場から撤退し，中古車市場で流通するのは質の悪い中古車のみ
となる．これが，「レモンの市場」といわれる問題で，良質な売り手が市場から撤退してし
まうこの状況を経済学では「逆選択」と呼んでいる． 
「逆有償」での取引が多い廃棄物処理・再資源化に関わる産業でも，情報の非対称性に
起因する逆選択が発生し，優良業者が撤退してしまう可能性が考えられている．廃棄物や
潜在的な再生資源の排出者の手元に「モノ」が残らないため（「モノ」と「カネ」の動きが
同方向），排出者が適正な処理・リサイクルに関心を持たない，あるいは関心を持っていて
も処理・リサイクルに関する情報が伝わらないことがこの問題を深刻化させる．これを悪
用した業者が不法投棄や不適正処理によって，短期的な利益を得て市場から退出する（ヒ
ットアンドアウェイ）可能性も高まり，すべての業者がこのような行動をとると，市場が
成立しなくなることが理論的には想定されうる． 
こうした問題を防ぐためには，通常の市場における競争とは異なり「オープン・アクセ
ス」を排除するため取引主体に制限をかける（許可制の導入など）ことが考えられる．ま
た，「排出者責任」を設定することで，排出者が，情報の積極的な取得を行ったり，排出先
業者の信頼性に関心を有するようになったりする．競争を通じた適正処理・リサイクルの
価格シグナルが排出者に伝わることから発生抑制のインセンティブも生まれるだろう（細
田，2012）． 
中古車の場合は「モノ」と「カネ」の動きが逆方向であることから，上記の「排出者責
任」の設定の必要はなく，購入者が市場の信頼性に不安があることを知っていれば，積極
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的に情報の融通や売り手の信頼性に関心を寄せ，良質な中古車（あるいは自らの支払い意
思額に見合った中古車）を購入しようとするだろう．そこで中古車販売業者は自らの商品
の情報を積極的に開示したり，政府あるいは業界団体等による品質証明を利用したりする
ことで，購入者の不安を取り除こうとする．これにより逆選択の問題は解消されうる． 
ここまでの議論は，一般的な中古車取引に関するものであるが，国際的な取引の場合は
さらにいくつかの検討課題が考えられる．一つは，国境を跨ぐことが「情報の非対称性」
に与える影響である．国内の取引では，上記のような対応で非対称性を解消することが相
対的に容易であると思われるが，国際的な取引では「情報の開示」や「品質証明」の信頼
性が疑われる可能性がある．もう一つはオープン・アクセスに関する議論である．国内で
は中古車の地域市場がある程度成立していると考えられることから，オープン・アクセス
であっても，ヒットアンドアウェイ戦略は取りにくい1．他方，海外への輸出の場合，仕入
れは国内の広範な地域が対象となり，仕向けは全世界が対象となる．したがって，相対的
にはオープン・アクセスに起因するヒットアンドアウェイ戦略が採りやすいと考えられる． 
以上のように，環境経済学の分野では，中古車取引やその担い手に関する問題に一定の
関心を有してきており，中古車の国際流通を対象とする本研究にも無関係ではないことが
わかる． 
 
3. 本研究のインプリケーション 
 
 本研究で明らかにされたことの一つに，中古車の輸出先は規制や経済状況の変化により
激しく変動しており，その担い手は輸出先の変更，ヤードを持たないビジネスの展開，中
古部品輸出への展開といった業態転換によって柔軟に対応していることがあげられる．こ
のことがここまでの議論に与えるインプリケーションを検討する． 
 まず，中古車輸出と自動車の国際リサイクルの問題は，仕向け先国が激しく変動するこ
とから特定の国との関係を前提として検討するのではなく，輸出に関する制度をどのよう
にすべきか，という観点からも検討する必要があるようにも思われる．この点では，1995
年まで実施され，阿部・浅妻(2007)でも紹介されている「輸出車検制度」に相当する政策の
是非について検討が行われてもよいように思われる．輸出車検を経た良質な中古車が輸出
されれば，輸出先に関わらず現地で適切にリユースされ，使用過程での汚染を減少させた
り，廃棄されるまでの余命が長くなったりする効果が期待される．また結果的には国内で
の鉄源やレアメタルなどの資源保全の効果ももたらされる．一方で輸出時のコストの増大
により，現地での価格が上昇することから，仕向け先国で日本製中古車を必要とする人々
                                                        
1
 この理由は様々なものがあげられるが，例えば取引に詐欺的な要素が含まれていた場合に
「アシ」が付きやすいこと，あるいは一度このような戦略を採った場合，市場における「評
判」により短期的にはもちろん中長期的にも同じ業界で事業を続けていくことが困難なこ
と，などが考えられる． 
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の購入が困難になる，あるいは，その需要が新車で代替され資源の浪費につながる，とい
ったことが懸念される．輸出台数が減少すれば，年式がさほど低くない中古車でも国内で
廃棄される可能性が高まることも無視はできない． 
次に，中古車取引とその担い手の議論に対するインプリケーションである．国際的な中
古車流通の場合には，ヒットアンドアウェイ戦略が採りやすいのではないかと述べたが，
本報告書や福田（2012）で述べられるように，日本からの中古車輸出はパキスタン人の同
族ネットワークがその重要な担い手となっている．彼らは世界的なネットワークを構築し
ており，各国の規制の変化に柔軟に対応したビジネスを行っている．これは社会的な関係
を基盤とした取引であることから，ヒットアンドアウェイ戦略を容易には採れないことが
考えられる．また，仕入れで活用される日本の中古車オークションの品質基準が海外でも
浸透しており，信頼性も高くなっていることが考えられる．第二章で述べたように中古車
輸出市場は 2009 年の激減期を除いては長期的な拡大傾向にあり，「情報の非対称性」によ
って中古車輸出市場の存立が危ぶまれるという状況には至っていないと判断できる．もち
ろん中古車輸出市場の拡大にはほかにも様々な理由が考えられる． 
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